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これまでの研究

台風経路図2004年23号
（気象庁HP）

6時間毎の解析

熱帯低気圧の経路(1979～1988年)(WMO,1993)

（青枠は太平洋台風センターの担当領域，著者加筆）



これまでの研究

45N  8/6  157°E  1010hPa

40N  8/6  150°E  1005hPa

35N  8/5  143°E   990hPa

30N  8/4  139°E 985hPa

25N  8/2  137°E 980hPa

緯線通過回数 = 5

各緯線上の値

日付（日単位）

経度（1°単位）

中心気圧（５hPa単位の内挿値）



これまでの研究

• 個々の台風の比較，分類が容易

• 多数の台風の特徴を平均値等で把握可能

• 特定の台風（通過位置）の選択が容易

↓

• 台風の特徴

• 経年変化

• 台風のインパクト→降水，風，気温上昇



これまでの研究



本プロジェクトにおける研究テーマ

熱グループ 都市熱グループ

白（ヒートアイランド）

片岡（地球温暖化）

グローバルスケールの気候変動が

都市の気温，降水に与える影響



温暖化の都市への影響評価

都市の気温データの分析

• 都市の気温上昇

←ヒートアイランド（都市規模）

地球温暖化（緯度帯）

＊ヒートアイランドによる影響と地球温暖化によ
る影響を分離して把握することによって、都市
の熱環境の再現性（他の都市への適応）が
高くなる



手法（藤部,2004）

地上気温の経年変化と

850hPaの気温の経年変化を比較することで

バックグラウンドの気温上昇の寄与率を評価

藤部文昭(2004)日本における近年の著しい夏
季高温の発生状況,地理学評論,77,119-132.









本プロジェクトにおける研究テーマ

• アジアの各都市に適用

• 都市間の違いの理由の検討

（都市規模、緯度帯）



検討事項

• データの収集

• 降水：解析方法（都市と郊外の差を比較）




